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 Family group conference (FGC) was introduced by NZ in 1989. This FGC has been introduced as a 
system from which the family participation is made embodiments most in Oceania, Europe, and North 
America in deciding the ill-treated child's measures. It has been understood that it provides for FGC from 
current situations and issues of NZ to the law, and fiscal resources are secured, and cooperation with 
administration of justice is important.  
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― ソーシャルワーカーへのインタビューから ― 
 
Current Situations and Issues of Family Group Conference in New Zealand 
－From the interview to the social worker－ 
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 今日、FGC システムを導入している国は世界で 32カ国と言われており、日本でも平成 19 年度
～21 年度の３年間、厚生労働省のパイロット事業として児童相談所を中心とした FGC システム
導入の検討がなされている。 
 そこで、ここでは FGC のシステムを開発し、取り組みを始めて 20 年が経った NZ の現状と課





 FGC のシステムを開発した NZ での FGC の取り組みを紹介し、さらに取り組みを始めて 20 年
が経過した NZ の FGC の現状と課題を把握し、わが国への FGC 導入のあり方と課題を検討する
ことを目的とする。 
 研究方法は、NZ 政府から出版されている資料および FGC に関する啓発ビデオの分析と、child, 
youth and family（CYF）のソーシャルワーカー２人と FGC 導入に向けて尽力したマイク・ドーラ
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 一方、家族問題の予防と家族支援のサービスをするために、部族の社会サービス（Iwi Social 
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Services）、文化的社会サービス（Cultural Social Services）、子どもと家族支援に関するサービス
（Child and Family Support Services）の各機関が設立された。 
 また、ソーシャルワーカーは子どもがケアと保護を求めていると判断した場合、必ず








 CYF は全国に 56 ヵ所設置され、それらは 12 ヵ所のサービスセンターと４つの地方事務所に
よってサポートされている。スタッフ数は約 2,800 名、その内 1,200 名がソーシャルワーカーで
ある。 
 また、CYF には全国電話相談センター、子どものケアと保護のための施設（CPR、Care and 




 CYF では、子どもの虐待、およびネグレクトの疑いでの通告受付件数（ 2007 年 ）は１日に約
230 件、またケアと保護の件数は１日に 20 件、非行・犯罪の青少年のための FGC 開催は１日に














(4) 青少年の裁判（Youth Justice） 
 青少年の軽犯罪（けんかなど）は警察官の警告に回される。ここでは法廷に出なければならな
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1）子ども、青少年および家族法「Children, Young Persons and their Families Act 1989」 
 この法律の適応範囲は、０歳～17歳未満の子どもと青少年の保護である。また、非行問題に対
応するセクション（Youth Justice）は 14歳～17 歳未満の非行少年を対象とし、ケアと保護のセク
ションでは 17歳未満の被虐待児などの要保護児童と 14歳未満の障害児、非行少年を対象として
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いる。この法律では、非行問題対応セクション（Youth Justice）を分離した。また、同じコミュニ
ティ内の他の家族からサポートを提供するための、Iwi, Cultural and Child and Family Support 
Service を創設することを促した。この法律の基本原則は、家族のためにケアや保護、非行少年に
関する問題を解決する最良な方法を判断する機会を与えることである。また、親子分離をするよ




2）Care and Protection FGC's 
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①情報提供（Information giving）と情報共有段階（Information Sharing） 
・自己紹介 
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措置が取られている間に CYF の管理下で必ず結果を出さなければならない。 
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(1) ＦＧＣが 1989 年に導入されて以降、これまでに修正されたことはあるか。 
































 弱点は思いつかない。他の子どものケアと保護の意思決定のシステムと比較しても FGC は優れ
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ていると考えている。 
 通告から FGC を開催するまでに時間がかかること。家族員が問題を認識し、フレッシュな間に
FGC を行うことがベストである。参画する家族員が少ないと FGC の効果は弱まること。 
 
(5) ＦＧＣが成功するための要因は何か。 
 コーディネーターが行う FGC 開催までの準備が大切である。FGC の会議前に参加するメンバー



























 NZ での FGC は「子ども中心」を基盤とした制度である。この制度の理念は、わが国において
も導入しなければならないものである。しかし、制度の導入にあたっては、それぞれの国の歴史・
文化的、社会的な背景が異なり、大変難しい状況にあるように思われる。たとえば、NZ の「子
ども、青少年および家族法（1989 年）」（Children, Young Persons and Their Families Act 1989）は、
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